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(社)日本技術士会 カンボジア技術協力第 3次グリーンテクノロジー研修に随行し、カンボジ
アでは他の活動を行ったのでその概略を報告する。 
１．日  程 
  12月 4日 19:15 プノンペン着 
  12月 5日 AM グリーンテクノロジー開講式参加、講義傍聴 
            PM カンボジア環境省 環境影響評価部訪問 
  12月 6日 タケオ地区伝統織物部落 5箇所 訪問 
            夕刻 EIC個小向町主催晩餐会に出席 
  12月 7日 AM C－PROの案内によりプノンペン市内工場訪問、C-PRO社訪問 
            PM 市内視察 
            プノンペン発 20:25 日本へ 
  なお、筆者が顧問をしている花嫁わた㈱吉村光正氏が同行した。 
  便宜を図っていただいたことに感謝しています。 
２．カンボジア環境省 環境影響評価部 訪問 
  環境影響評価部よりカンボジア技術協力フォーラムに要請があり、「ホテルと観光事業の環
境影響」に関するセミナーを今年(2005)5月 16～17日の間、プノンペンで行った。 
それから半年を経て、その後の様子を確かめるために訪問した。 
  (この間吉村氏は丸紅(㈱)プノンペン事務所を訪問し、プノンペンの縫製工場の実情につい 
て説明を受け、1社を訪問した。また、絹織物の販売店を訪問し、カンボジアの絹織物に 
ついて調査を行った） 

(1) 訪問日時：12月 5日 14:00～17:00 
(2) 面談者:Mrs.CHOU SOKUPHANY （部長） 
          Mr. MOK SOPHEA  (次長)-----写真① 
          Mr. DUONG SAMKEAT （次長）-----写真② 
          Mr. PUTH SORITHY  (主任)-----写真③(環境省官房長の息子) 
          Mr. CHEA LENG----案内役 
(3) 面談内容：SOKUPHANY部長にその後の様子を聞き、日本から持参した資料を渡した。 
    先方はその後の展開よりも、前回の Training Workshopはよかったので是非あのような

Training Workshopをシェムリアップで開きたいとの要請があった。 
    どこにどのようにお願いすればいいかと問われたので、帰国後カンボジア技術協力フォ

ーラムにて報告･相談すると伝えた。 
(4) その後、部員を集めてあるからと講堂に連れてゆかれ、20 名程度の人たちに講演を要請
された。プレゼンテイションの用意をしていなかったので戸惑ったが、日本から持参の資



料の説明をつたない英語で行った。 
(5) 日本よりの英文の提供資料 
① Eco-Action 21 (Environmental Management System) (環境省) 
② Water Environmental Management in Japan（環境省） 
③ Guidebook for Recycling-Oriented Society (クリーンジャパンセンター) 

 (5)応対者の名詞と写真 （別紙添付) 
 
３．伝統織物の集落の訪問 
    丸紅㈱の好意により、車の提供を受け、同事務所の TE DUOHG SOMALINさんの 
  案内で伝統絹織物の集落を吉村氏とともに訪問した。 
(1) 日時：12月 6日 7:30～14:00 
(2) 場所：プノンペン南方 50～６０ｋｍ のタケオ周辺の集落 5箇所 
(3) 状況：集落ごとに作っている織物がまったく違っていた。 
服地用にかすり様の伝統模様の織物は織り手ごとにデザインを決め、模様を織り出すため

に横糸を染色して使用する。まったくの手織りである。(写真) 
各家庭ごとに高床式住宅の土間に織機を置いている。 
模様 2メートル、無地 2メートルあわせて 4メートルの服地を織るのに 2週間を要する
という。 
他の部落では、クロマー用の狭幅、ショール用の幅と柄、色の濃淡をつけた格子柄等部落

ごとに作っている織物が違う。 
最初の部落と違い織機を５～10台ほど集めて織物センターとしているところが多い。 
生産性のよい簡単な柄物を作るところでは 2メートル／日 織ることができるという。 
流通経路が未整備の感じを受けた。 
染料は草木染、ドイツ輸入品、タイ輸入品があり、高価なドイツ製を使わなければ EUへ
の輸出はできないことになっているという。 

(4) その他 
① 幹線道路から外れると一面水田で稲穂が頭をたれていた。あぜ道もない。豊かさをみ
た思いがするが、これだけ広い稲原を人手で刈り取るとは気の遠くなるような思いだ

った。(写真) 
② 各家に大きな水がめが備えられていた。雨水貯槽の用で飲料水らしい。(写真) 
③ 途中、自動車用バッテリーをたくさん並べている箇所を見た。バッテリーの充電ステ
ーションである。開校式でのイット･プランさんのスピーチを想起した。 

４．市内工場見学と C-PRO社訪問 
    農産物加工コースの通訳を務めた EM CHAMNABさんの紹介で C-PRO社を訪問し、寝

装品の工場を吉村氏と共に訪問した。 
(1) 日時：12月 6日 8:00~13:00 
(2) 対応者：NEAM KOPY  (President) -----長岡技術科学大 建築 
           BANH UYLENG (CEO)-----宇部工専 環境 
           KE SARATH (Manager) 



(3)C-PRO の概要(名刺及び会社案内の一部分を添付) 
   日本への留学経験のある人たちで組織した会社である。 
   知識人であり日本語がよくできて非常に都合がよい 
   また、環境関係の仕事に興味があるようなので（Mr. Uyleng）昨日訪問した環境省の職 
員のことを聞いてみると、知己であるとのことだった。 

   彼は排水の浄化に興味があり、また、飲料用の浄水器を手がけたいという希望があった。 
   昨日の風景から浄水器の需要はうなづけたし、排水の浄化は私が環境省に勧めた事柄で 
ある。その状況を説明した。 
Uyleng氏は環境省と情報交換･協力しながら進めたいとのことでした。 
これまでの活動が少しばかりネットワークを構成し始めたように感じた。 
浄化槽のパンフと価格、浄水器の資料を送ることを約束した。 

(3) 寝装品の工場 
    小規模な工場を 2箇所訪問した。 
    クッション、ソファ等が中心で別途カバーや布団といった大型のものはなかった。 
    パンヤがたくさん自生しているようでこれの活用法はないかとたずねられた。 
５．感想 
    今回は、カンボジアの縫製事業の実態と伝統織物の状況を確認したいという吉村氏と同 

行した。事前に丸紅㈱のプノンペン事務所と折衝し、調査･案内を依頼したが、期待通り

ではなかった。 
在プノンペンの日本商社はいずれも ODAに関わる仕事が目的であり、小型･民間の案件
には興味が少なく、地場産業の事情にはあまり詳しくない模様であった。 

    今回は最初の視察･見学を含めると 4回目のカンボジア訪問となる。 
    ようやく先方の事情が少しばかり判りかけてきたようであり、これまでの活動が少しば

かり広がりを見せ、実際的にカンボジアの発展に役立ちそうな様子となってきたように

思う。 
以上 

 
添付資料１：カンボジア環境省環境影響評価部 面談者の名刺と写真 
        ２：伝統織物の集落の風景と C-PRO社の名刺 
        ３：C-PRO社のパンフレット １ 
        ４：C-PRO社のパンフレット ２ 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 


